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― 医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読み下さい。― 

「使用上の注意」改訂のお知らせ 
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製造販売元：旭化成ファーマ株式会社 

 

この度、「使用上の注意」を一部改訂いたしましたので、お知らせ申し上げます。 

今後のご使用に際しましては、下記の内容をご参照くださいますようお願い申し上げます。

 

１. 改訂の概要 

自主改訂 

アバロパラチド製剤（オスタバロ）の承認に伴い、切り替えに関する注意を追記しました。 

２. 改訂内容 

テリボン皮下注用56.5μg           

                    （下線：追記箇所） 

改  訂  後 改  訂  前 

7. 用法・用量に関連する注意 

7.1～7.2 （変更なし） 

7.3 テリパラチド（遺伝子組換え）製剤から本剤に

切り替えた経験はなく、その安全性は確立してい

ない。なお、テリパラチド（遺伝子組換え）製剤

から本剤に切り替えたときにおける本剤の投与期

間の上限は検討されていない。［15.2参照］ 

7.4 アバロパラチド製剤から本剤に切り替えた経験

はなく、その安全性は確立していない。 

7. 用法・用量に関連する注意 

7.1～7.2 （省略） 

7.3 テリパラチド（遺伝子組換え）製剤から本剤に

切り替えた経験はなく、その安全性は確立してい

ない。なお、テリパラチド（遺伝子組換え）製剤

から本剤に切り替えたときにおける本剤の投与期

間の上限は検討されていない。［15.2参照］ 
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テリボン皮下注28.2μgオートインジェクター           

                    （下線：追記箇所） 

改  訂  後 改  訂  前 

7. 用法・用量に関連する注意 

7.1～7.3 （変更なし） 

7.4 テリパラチド（遺伝子組換え）製剤から本剤に

切り替えた経験はなく、その安全性は確立してい

ない。なお、テリパラチド（遺伝子組換え）製剤

から本剤に切り替えたときにおける本剤の投与期

間の上限は検討されていない。［15.2参照］ 

7.5 アバロパラチド製剤から本剤に切り替えた経験

はなく、その安全性は確立していない。 

7. 用法・用量に関連する注意 

7.1～7.3 （省略） 

7.4 テリパラチド（遺伝子組換え）製剤から本剤に

切り替えた経験はなく、その安全性は確立してい

ない。なお、テリパラチド（遺伝子組換え）製剤

から本剤に切り替えたときにおける本剤の投与期

間の上限は検討されていない。［15.2参照］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改訂内容は、医薬品安全対策情報（DSU）No.312に掲載されますので併せてご参照下さい。 

新の電子化された添付文書およびDSUは、PMDAホームページの「医薬品に関する情報」

（https://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/0001.html）にてご確認ください。 

 

 
 


